
【分科会 中学校①】                        令和７年８月１９日（火） 

令和７年度 埼玉県小・中学校国語教育研究発表大会 発表資料 

宮代町立須賀中学校 関根 祐介 

「生成ＡＩを活用した文学作品の多面的な読解支援の実践研究」 

～人工知能との共生を目指した一体的な学びの工夫～ 

１ 研究の概要 

（１）主題設定の理由 

ア 生徒の実態と本単元の意図 

本校生徒は明朗快活で素直な生徒が多く、授業に一生懸命取り組むことができる。また、積

極的に発言し、教師の発問に対して多くの生徒が活発に応答する。令和６年度埼玉県学力・学

習状況調査（中学校１年生）から、学力を伸ばした児童生徒の割合（％）を見ると、埼玉県５

４．６％に対し、本校は５７．１％とという結果であった。このことからも、本校生徒は意欲

的に授業等に取り組んでいることがわかる。 

生徒たちは文学作品に対し、表面的に内容を捉えることができるが、多面的に理解すること

は困難である。本単元は、人工知能の一つである生成ＡＩを活用して授業を展開していく。活

用していくことで、生徒が文学作品を多面的・多角的に理解し、より深く考察する力を養うこ

とに繋がると考える。さらに生成ＡＩが提供する多様な視点やアイデアを活用することで、生

徒が主体的に問いを立て、作品をより広い観点から読み解く力を高めるのではないかと考え

る。また、人工知能が生徒たちの今後の生活において、自分とどのように関わるべきかを考え

る力を育むことも重要である。人工知能との共生を図る姿勢では、人工知能はあくまでも「補

助的なパートナー」として位置づけ、生徒が人工知能を活用しながらも、批判的思考や自己表

現の大切さを学ぶことを目指したい。人工知能は生徒の読解を支援するだけでなく、対話的な

やり取りを通して生徒自身の問いを深めたり、新しい視点を得たりする体験を可能にする。こ

のような学びを通じて、未来の技術と人工知能と人間の共生について考えさせたい。 

 

イ 今の国語科に求められること 

私たち国語科に今求められることは、生徒たちが現代社会で必要な力を身につけるために、

伝統的な国語教育の枠組みを超えた柔軟なアプローチを取り入れることだと考える。 

具体的には「読解力の深化」と「表現力の向上」である。現代は情報が溢れる時代であり、

情報を読み解く力（新聞記事、ネット上の情報、データの図表などの多様なテキストを正確に

理解する力）を身につけられるよう支援することが求められる。さらに、社会の変化に対応す

るためにも、現代社会では情報を「受け取る」だけでなく、「発信する」力が求められる時代

になっている。様々な媒体を通して、自分の意見を他者に伝える場面が増え、「正確に伝える

力」、「相手に伝わるように工夫する力」が必要不可欠である。だからこそ、「表現力の向上」

において書く力、話す力がこれまで以上に重要視されており、生徒が多様な場面で自分の考え

や感情を表現できるように進めなければならない。国語科では、多様な形式の作文指導や、実

社会で必要な文章作成スキル、プレゼンテーション力などが挙げられる。 

そして、デジタルリテラシーとの融合、デジタル社会に対応する力が必要不可欠である。適

宜ＩＣＴを活用し、電子書籍やデジタルツールを使った読書活動、クラウドを利用した共同編

集、プレゼンテーション作成など、国語的視点で学ぶ場をつくることが求められる。 



（２）研究内容 

ア 仮説 

  単元内の学習課題において生成ＡＩを活用することで、文章の改良（助言をもらう）、意見

交換（対話）、比較を通して自分の考えを広げ、結果的に文章読解が深まるのではないか。 

イ 手立て 

(ｱ)文章の改良（助言をもらう） 

生成ＡＩの特徴を利用して、生徒が自分の書いた文章を客観的に見直し、改善する力が

養えるだろう。 

【例】生成ＡＩにフィードバックを求める活動 

生徒が自分の解釈や意見を文章化し、生成ＡＩに「より分かりやすい表現にするに

はどうすれば良いか」「適切な例を追加するとどうなるか」を尋ね、改良する。 

【例】生成ＡＩよる例文との比較 

生徒が書いた文章と、生成ＡＩが同じテーマで作成した例文を比較し、どのように

表現が異なりどちらが効果的かを考え、文章を改良する。 

【例】リフレクションシートの活用 

生成ＡＩから得た助言を受けて、どのように文章を改善したか、その変化を自分で

記録させ、改善点を意識化（自分の意見に）する。 

(ｲ)意見交換（対話） 

  生成ＡＩとの対話を通して、作品のテーマや背景について多角的に考える機会を提供

し、多様な考え方が生まれ深まるだろう。 

【例】生成ＡＩと、文学作品のある部分において議論する 

    生徒が文学作品のテーマや登場人物についての意見を述べ、生成ＡＩに「別の解

釈」や「異なる視点」を尋ねることで、多様な考え方に触れる。その多様な考え方

を、他者に伝え、自分の考えをより深める。（生成ＡＩ⇔自分⇔他者） 

(ｳ)他者との比較、共有、議論 

生成ＡＩを使って、他者の視点との比較、情報の共有、場合に応じた議論を促す活動を

取り入れることで、より自分の考えが深まるだろう。 

【例】生成ＡＩが提示する異なる解釈との比較 

生徒が自分の意見を文章化した後、生成ＡＩに「別の視点」や「それと対立する意

見」を提示させ、その違いを比較・検討する。 

【例】生成ＡＩと生徒間意見の議論 

あるテーマに対して、生成ＡＩと生徒間意見を並べて掲示し、より説得力がある意

見はどちらかについて、グループ内で議論をする。互いに得た意見の共通点や異な

る点等を整理する。 

これらの手立てを通して、生成ＡＩの活用が単なる便利なツールで終わらず、生徒の「読

解力の深化」や「表現力の向上」につながる実践が可能になると考える。 

 

２ 授業実践 

 （１）単元名 生成ＡＩを活用して、自分の考えを広げよう 

    教材名 「少年の日の思い出」 ヘルマン・ヘッセ 高橋健二訳 

 



 （２）単元の目標 

⑴ 事象や行為、心情を表す語句の量を増やすとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味

との関係に注意して話や文書の中で使うことを通して、語幹を磨き語彙を豊かにすること

ができる。                         〈知識及び技能〉⑴ウ 

⑵ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉Ｃ⑴エ 

⑶ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉Ｃ⑴オ 

⑷ 書く内容の中心が明確になるように、段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考え

ることができる。               〈思考力、判断力、表現力等〉Ｂ⑴イ 

⑸ 言葉がもつ価値に気づくとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思

いや考えを伝え合おうとする。            〈学びに向かう力、人間性等〉 

（３）本単元における言語活動 

    物語の内容を解釈して表現の仕方を工夫したり、考えたことを伝え合ったりする。 

   （関連：言語活動例Ｃの⑵イ） 

（４）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事象や行為、心情を表す語句

の量を増やすとともに、語句

の辞書的な意味と文脈上の意

味との関係に注意して話や文

書の中で使うことを通して、

語幹を磨き語彙を豊かにして

いる       （⑴ウ） 

①文章の構成や展開、表現の効

果について、根拠を明確にし

て考えている。 （Ｃ⑴エ） 

②文章を読んで理解したことに

基づいて、自分の考えを確か

にしている。  （Ｃ⑴オ） 

③書く内容の中心が明確になる

ように、段落の役割などを意

識して文章の構成や展開を考

えている。   （Ｂ⑴イ） 

①言葉がもつ価値に気づくとと

もに、進んで読書をし、我が

国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとし

ている。 

 

（５）指導と評価の計画（全７時間） 

時 主な学習活動 学習内容【★生成ＡＩ】 指導上の留意点・評価 

１ ○生成ＡＩについて知

り、使う。 

○生成ＡＩの基礎知識 

○可能性と課題、リスク 

○質問（プロンプト）★ 

○生成ＡＩについて理解させる。 

○プロンプトの訓練を行う。 

 

２ ○物語の通読。 

○初読の感想記入。 

○感想の比較★ 

 

○物語の感想を持ち、生成ＡＩの感想と

比較させる。 

○パドレットに記入させる。 

３ ○物語のあらすじ、全体

構成を知る。 

○物語の全体構成 

○場面展開の仕方 

○物語の構成と場面展開を理解する。 

 

 

 

【思考・判断・表現①】 

ワークシート 

・ここでは、物語の構成や展開、表現

の効果について理解して記述してい

るか確認する。 



４ ○「僕」、「エーミール」

の人物像を言動や行動

を中心にまとめる。 

○人物像の比較・改良★ 

○生成ＡＩから受けた言

葉の選択とその理由★ 

○人物像の理解 

○生成ＡＩの答えを参考にする。 

５ ○「僕」がちょうを粉々

にしてしまった理由を

考える。 

○対話★（対話テーマ

「物語『少年の日の思

い出』のラストシーン

の僕が、ちょうを潰し

てしまったことについ

て対話をしよう。」） 

○言葉の選択、理由★ 

○生成ＡＩの答えを参考にする。 

６ ○物語の続編を考える。 

○作成した続編を読み合

う。 

○対話★（対話テーマ

「『少年の日の思い出』

の続編を、●●を語り

手とする場合、どのよ

うな内容にしたらよい

かについて対話をしよ

う。」） 

○語り手の選択、作成 

○生成ＡＩの答えを参考にする。 

７ ○学習の振り返り ○アンケート実施 

〇感想 

○グーグルフォームへの入力をする。 

 

３ 成果と課題 

 （１）成果 

    ・第１時、生成ＡＩについての理解を深めた。以下がその内容である。 

(ｱ)生成ＡＩの基礎知識…仕組み、種類 (ｲ)生成ＡＩの可能性…製品開発面、製造プロセ

ス、マーケティング、医療分野等について (ｳ)生成ＡＩの課題とリスク（正しい向き合い

方）…正確性の限界、偏見と倫理、著作権やプライバシー、批判的思考、ファクトチェッ

ク、ルールとマナー等 (ｴ)専門用語の紹介 (ｵ)プロンプト例の紹介とその訓練について 

【思考・判断・表現②】 

ワークシート 

・ここでは、物語を読んで理解したこ

とに基づいて登場人物の人物像を

考え、生成ＡＩとの対話を活かし、

自分の考えを記述しているかを確

認する。 

【知識・技能①】 

ワークシート 

・ここでは、生成ＡＩとの対話の中で

語句を増やしたり語幹を磨いたり

しながら、語彙力を豊かにして記述

しているかを確認する。 

【思考・判断・表現③】 

ワークシート 

・ここでは、書く内容の中心が明確に

なるようにし、生成ＡＩとの対話を

活かし、文章の構成や展開を考えて

続編を作成しているかを確認する。 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

グーグルフォーム 

・生成ＡＩの活用を通して、言葉がも

つ価値に気づき、本単元に対する授

業の振り返りをしているかを確認

する。 



この時間があったからこそ、次時以降の生成ＡＩ使用の際に、生徒たちは使用しやすく、ま

た理解を深めた状態で使用することができていた。 

次にプロンプトの例を提示し、その訓練を行った。生成ＡＩに初めて触れた生徒が多く、生

成ＡＩが答える速度の速さと、その明確さに驚く様子があった。しかしその反面、自分の求

める答えが得られず苦戦していた。だが、プロンプトの重要性への理解が深まったと感じ

た。さらに、ファクトチェックを常に念頭に置いて生成ＡＩを「ツール」として使うことを

伝えることができた。 

 

・第２時の感想の比較では、自分の感想 

と生成ＡＩの答えとを比較することで、 

自分では気が付かなかった視点を得る 

ことができていた。またこの比較から 

「何でこうなの？」、「ここはどういう 

ことなの？」といった疑問が生まれ、次時以降の学習が深まるきっかけとなった。 

またパドレットを用いて、クラスメイトの感想に即時性を持って、視覚的に比較できたこと

で、より生徒たちの本教材に対する関心が高まったと考える。 

 

・第４時の人物像の比較では、自分の考えを広げるべく、生成ＡＩから得た言葉を自分の言葉

に置き換えられるよう工夫を行った。生成ＡＩから得た言葉の中で、自分のものにしたい言

葉を選び、なぜその言葉を選んだのかについて、理由付けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生成ＡＩのおかげで、自分だけでは知りえなかった考えを持つことができた。（アンケート

結果参照）また言葉そのものについても考えを広げることができ、語彙力の向上につながっ

た。そして、言語活動としてその人物像を互いに発表したことで、生成ＡＩ⇔自分⇔他者の

関係が成り立ち、より高度な言語活動（対話）を行うことができた。 

 

・第５時、第６時では「生成ＡＩ⇔自分⇔他者」の関係性を用い、より高度な対話が成り立つ

ようワークシートを工夫した。 

 

 

ステップ②において「使いたい言

葉」の理由付けを行い、それによ

り生成ＡＩから得た言葉を自分の

言葉に変換できたのではないかと

考える。（リフレクションシート） 

ステップ①では簡易的に人物像を

考え（～な人。）、ステップ②を経

て、ステップ③で自分の考えをま

とめ文章化した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時（「僕」がちょうを粉々にしてしまった理由を考える）の学習における生成ＡＩとの

対話では、こちらが予想できなかった考えが多く挙がった。対話の中で生成ＡＩから質問を

受け、生徒たちはその答えについて熟考し、自分の考えを深めていた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第６時の物語の続編作りでは、生成ＡＩの活用が最も効果的であったように感じた。生成Ａ

Ｉ、自分、他者と対話をしていく中で、思いもよらない考えが浮かび、生徒たちは今まで以

上に意欲的に学習をしていた。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマをプロンプトとし、対話

をしていく。新たに知り得た情

報やその答えとなるような言葉

をメモしておく。 

メモを基に、自分の考えをまと

める。生成ＡＩから得た情報

を、隣の他者に伝えることで、

「自分の考え≠生成ＡＩ」とな

るのではないかと考える。 

続編の語り手を決定する。この

決定についても、生成ＡＩと相

談している（対話）中で、決定

している生徒もいた。 

生成ＡＩからの情報を基に、他者

と対話をしながらメモをした。そ

の結果、より自分の書きたい内容

が明確になったと考える。 

生成ＡＩから得た言葉を自分

のものとするために、その言

葉の意味を調べ、語彙力の向

上を図る生徒も見られた。 

終わり方の工夫が見られた。

ハッピーエンドやバッドエン

ド、さらなる続編など、様々

な工夫を見ることができた。 



また生成ＡＩに指示をするプロンプトについても、学習を重ねていく中で向上し、より自分

の求める答えを得られていたように感じた。 

 

（２）課題 

   今回の生成ＡＩを活用して学習を行った中で、以下の課題が見つかった。 

    ア タブレット操作における技術的な課題（ハード面） 

小学校からタブレット端末等に触れ、文字を入力することに慣れてはいるが、その差が顕

著に表れており、ＩＣＴの活用における個別指導の重要性を感じた。他教科と連携を図

り、タイピング等の訓練も行う必要があると感じた。 

    イ 的確なプロンプトの作成 

      自分の必要とする答えにたどり着けない生徒がいた。その際、的確なプロンプトを入力し

ていない場合が多かった。例えば、５Ｗ１Ｈのように、答えを導く上で必要な内容を把握

し理解をしていないと、より的確なプロンプトを作成できない。時数として１時間設けた

が、もう１時間程度必要であったように感じた。 

    ウ 生成ＡＩによる誤答（ソフト面） 

      的確なプロンプトを入力しても、生成ＡＩ自体が誤答をしていることがあった。例えば、

この「少年の日の思い出」の作者はドイツ生まれのヘルマン・ヘッセだが、日本の文学作

品として捉えられ、違った情報を生徒たちに提示していたこともあった。だからこそ、生

成ＡＩとの対話だけでなく、他人との対話が重要であると感じた。 

    エ 生成ＡＩから得た答え（考え）に依存 

      生成ＡＩを使用していく中で、その答えを自分のものにしすぎてしまう（依存）傾向が強     

かったように感じた。自分にない言葉を生成ＡＩから受け取り、あたかも自分が思いつい

たようにその言葉を使ってしまっていた。確かに、自分の答え（考え）よりも生成ＡＩの

方が精確であり、その言葉を使いたくなるのは当然なことのように感じる。しかしそうな

ると、生徒たちの思考力の向上を妨げてしまいかねない。その対策として、既出のような

学習（自分が取り入れたい言葉の選択【根拠】とその【理由】付け）を用いたのだが、そ

の学習が効果的だったかどうかは不明瞭であった。 

 

４ アンケート結果より 

   今回、授業の振り返りとして「授業で生成ＡＩを使用した感想とアンケート」を行った。まず、

アンケート結果より、この生成ＡＩを使った授業は「楽しかった」と答えた生徒が９５％近くいた

ことがわかった。 

反対に、難しかった点はあるかどうかというアンケートからは、３４％の生徒たちが難しいと答  

えていた。 

では、どんな点が難しかったのか？を聞くと、以下のような点を難しいと感じていたことがわ   

かった。 

 

  

 

 

 



   「どの情報が正しいのか、間違っているのかを見分けることが難しかった。」、「思うような回答  

が返って来なかったり、正しくない回答が返ってきたりしたこと。」、「生成ＡＩが本当に正しいか

どうかわからないから、解答を自分の言葉でまとめるのが難しかった。」、「どうやって質問すれば

わかりやすいかがわからなかった。」、「聞いたことと少しズレていることがあった。」、「知らない言

葉を使用してきた点。」などであった。 

 

次に、生徒たちはどの程度、生成ＡＩの答えに納得ができたのかを聞くと、７５％の生徒たちが

８割以上納得ができたと答えていた。 

その反面、生成ＡＩの回答に違和感を感じた生徒の割合は８割以上にのぼり、多くの生徒たちが  

その回答の信憑性をしっかりと理解していたことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、生成ＡＩの回答はすべて正しいものであると感じるかについては、全員がそうではない  

と答えていた。 

 

 

 

 

 

５ まとめ 

今回、文学作品の読解支援として生成ＡＩを使用した授業を展開してみて、生徒の多様な視点の

獲得や自らの問い等を引き出す上で有効であること、知らなかった言葉や表現を知ることで、語彙

力が向上したことを実感した。生成ＡＩとの対話を通じて、自分の考えを深めたり、他者の視点に

気づいたり、また新たな発見をしたりする場面が多く見られた。また、生成ＡＩが提示する多角的

な読みや補足情報に触れることで、生徒自らが質問を投げかけたり、作品の背景や登場人物の心情

について深く考察したりする姿勢も育まれた。よって、「読解力の深化」と「表現力の向上」へと

繋ぐことができたと実感した。さらに、生成ＡＩとのやり取りをきっかけにして、生徒同士の意見

交換も活発になり、学びがより深まったと感じている。今後は、生成ＡＩはあくまで補助的な存在

であることをより明確に位置づけ、生徒の主体的・対話的な学びを支える一つの手段として活用し

ながら、より充実した授業づくりを目指していきたい。 

 

６ 参考資料 

  ・「捨てられる教師 ＡＩに駆逐される教師、生き残る教師」石川一郎 

  ・「生成ＡＩの仕組みとは?」https://www.cloud-contactcenter.jp/blog/how-does-generative-ai-work.html 

・「PARK 生成ＡＩとは」https://datamix.co.jp/media/datascience/what-is-generative-ai/ 


